
参考資料10

NO. 資料名

１ 

初回訪問質問シート

 被災者世帯を最初に訪問した時に使用するシートです。初回訪問のポイントは１７ページ

を参照ください。この質問シートの項目（全部出なくてもよい）を参考にして聞き取りを行

います。 

２ 

生活支援シート（世帯の基本情報）

 対象世帯を支援していく上で必要となる、世帯の基本情報は事務所にてまとめていきます。

 一度に埋めるのは難しいですが、支援しながらチェックします。被災状況などに応じてその

世帯が活用できる被災者支援制度や、受け取れる給付などが明確にもなります。 

３ 

個別支援シート

 支援対象世帯の中に、要介護や障がいなど、特別に気にかけておくべき家族がいる場合、別

途にその人だけの状況を把握していきます。介護事業者、特にケアマネジャーとの連携もと

りながら支援を進めていくことになります。 

４ 

支援・経過記録

 支援活動には訪問だけでなく、電話や手紙、ポスティング、同行支援などがありますが、い

つどのような支援を行ったか、支援経過を記入していきます。ケア会議など支援者間で会議

をする時など、途中経過を説明する時に必要となります。 

５ 

地域支え合いセンター活動状況実績報告書（月報）

 毎月の地域支え合いセンターの活動状況をまとめて、市町と県行政を経由して、厚生労働省

に報告する様式です。愛媛県用に修正していますが、全国的にこういう様式となっていま

す。厚生労働省はこの報告書を見て、対象世帯数の変動や活動状況を把握します。 

６ 

地域支え合いセンター活動状況実績の記載要領

 ５の活動状況実績を記載するにあたっての要領です。まず、記入する数字については日々の

活動結果から算出しますが、その活動をどこの件数としてカウントするのかの基準が書い

てあります。被災を受けて活動する他市町の地域支え合いセンターと同じ基準で記載され

ていくことが、全体としての活動を把握するためにも必要です。 

７ 

相談内容例（このような相談が上がってきます）

 同じく、５の活動状況実績の相談内容について、相談内容ごとに例を出しています。これ以

外にも様々な内容で相談が寄せられますが、項目ごとに分類する時などの参考にしてくだ

さい。 

８ 

市町生活再建支援金・義援金・見舞金 配分状況

 災害で被災して罹災証明を取得すると、生活再建支援金・義援金・見舞金が支給されます。

具体的な内容は28ページに記載しています。支援者が被災者を支援する時には、被災世帯

がどれぐらい給付を受けているのかを知っておくことが、支援する側としても必要とな

ります。生活相談員は制度を理解し、特に金銭的な内容であるこの配分状況について認識し

ておくことが望まれます。 
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９ 

カリタス引越し支援 説明パンフレット

 31ページに記載している、愛媛県独自の引越し支援制度です。生活再建が進み、建設型応

急仮設住宅やみなし型応急仮設住宅などを退去される被災世帯の内、引越し支援対象とな

る世帯にはこのパンフレットを渡して、支援内容について説明します。 

１０ 

愛媛県カリタス引越し支援に伴う役割分担表

 カリタス引越し支援を行う時の役割分担表です。応急仮設住宅入居の被災世帯との窓口は

市町地域支え合いセンターになりますが、県地域支え合いセンターとＪＶＯＡＤがそれぞ

れの役割を担い、実際の引越し業務はイナミ引越サービスが行います。カリタス基金を活用

するので、適切に処理を進めていきます。 

１１ 

被災者支援制度 各市町の担当部署一覧

 生活支援相談員など地域支え合いセンターの職員は、被災者から相談を受けると、可能な

相談内容については自ら支援できますが、行政の機関・部署に繋ぐことも大きな仕事です。

市町によって業務内容が異なるので、どの部署が担当するのかを把握しておくことが必要

です。 

市町地域支え合いセンターのチラシ及び社協だより

大洲市地域支え合いセンターチラシ （開所のおしらせ）

大洲市地域支え合いセンター社協だより （開所の案内）

八幡浜市地域支え合いセンターチラシ （開所のおしらせ）

西予市地域ささえあいセンター （開所から半年経過後）

宇和島市地域支え合いセンター （開所から１年経過後）

西予市地域ささえあいセンター （開所から１年半経過後）

宇和島市地域支え合いセンターだより （開所から２年半経過後）

八幡浜市地域支え合いセンターチラシ （閉所のおしらせ）

八幡浜市地域支え合いセンター社協だより

社協だより

社協だより

社協だより

（閉所式）

１２ 

１３ 

１４ 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 大洲市地域支え合いセンター社協だより （閉所のおしらせ）
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Ｎｏ 訪問⽇ 訪問者

 □全壊   □⼤規模半壊   □半壊   □⼀部損壊   □被害なし  

今後の対応  □問題なし □⾒守り必要 □早速、つなぎが必要（          ）

特記事項

●⼼配なこと、不安なことは □ある  □ない

●体調の悪い⼈はいないか □いる  □いない

〒

●睡眠はとれているか □眠れている  □眠れない

 □持家 □⼾建借家 □集合住宅借家

 □その他（           ）

罹災状況

罹災証明  □済み        □未申請

●⽇常⽣活で困っていること □ある  □ない

初回訪問質問シート

住所

同居家族

⾯会者の
お名前

             （   ）歳 □男 □⼥
世帯主名
（続柄） （         ）

電話番号

住居区分  □建設型仮設 □みなし型仮設 □公営住宅 □在宅 □その他（            ）

被災住所
〒

参考資料No.1
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NO.

⽒名 年齢 ⽣年⽉⽇ 性別 続柄 世帯主 電話番号 接種

 □持ち家 □⼾建て借家 □集合住宅借家

罹災状況

制度利⽤

 □⼀⼈暮らし（別居の家族なし） □⼀⼈暮らし（別居の家族あり）
 □⾼齢者・障がい者のみの世帯  □⾼齢者・障がい者がいる世帯
 □⺟⼦・⽗⼦世帯  □乳幼児がいる世帯  □その他（                ）

 □就労収⼊ □年⾦ □⽣活保護   （収⼊に変化は □あった  □なかった）

家族・親族状況
仮設⼊居前の

避難状況
⽣活再建⽀援⾦

義援⾦

災害弔慰⾦

災害⾒舞⾦

貸付⾦

 住宅の再建⽅法・再建場所が  □決まっている  □決まっていない
 □新築（元場所） □新築（移転） □従前住宅の修繕 □中古住宅購⼊ □公営住宅⼊居
 □災害復興住宅⼊居 □現賃貸継続⼊居 □別賃貸⼊居 □親族の所に同居 □福祉施設⼊居

地区

⽣活⽀援シート（世帯の基本情報）

前住所
（被災住所）

現住所

（初回訪問⽇）

 再建⽅法が 決まって
いない場合の課題

住居
区分

 □建設型仮設住宅 □みなし型仮設住宅
 □公営住宅 □在宅 □その他（     )

備考（勤務先・学校等）

〒

〒 住居
区分

 □⽀給済み □未⽀給 □対象外

 □申請中 □受給済み □申請受給の予定なし  受給内容（              ） 

 □全壊   □⼤規模半壊   □半壊   □⼀部損壊   □被害なし  

 □公費解体申請済み □公費解体未申請  □応急修理制度使⽤  □応急修理制度未使⽤

家族構成
特記事項

 □避難所 □福祉避難所 □緊急⼊院・⼊所等 □その他（             ）

 □基礎⽀援⾦申請済み □基礎⽀援⾦未申請 □加算⽀援⾦申請済み  □加算⽀援⾦未申請

 □申請済み □未申請

平成  年  ⽉  ⽇

特記事項
担当⺠⽣児童委員

 □その他（                ）

 □ペットがいる（                                  ）

世帯の収⼊
及び就労状況

 □⾼齢者向け住宅⼊居 □福祉施設⼊所 □その他（                ）

 □就労中 就労者（     ・       ） □⾃営業 □求職中（         ）

 □全員無事  □死傷者あり  □連絡が取れない  

住宅再建計画

 □⽀給済み □未⽀給 □対象外

参考資料No.2
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NO.

フリガナ 性別 年齢
名前

医院名 主治医
住所 電話番号

内服状況  □薬を飲んでいる（薬の名前         ）□薬は飲んでいない □薬を飲めなくなった

障害区分
⼿帳

介護者
介護者名

ケアマネ事業所 担当者 電話番号

NO.

フリガナ 性別 年齢
名前

医院名 主治医
住所 電話番号

内服状況  □薬を飲んでいる（薬の名前         ）□薬は飲んでいない □薬を飲めなくなった

障害区分
⼿帳

介護者
介護者名

ケアマネ事業所 担当者 電話番号

初回訪問⽇ 平成  年  ⽉  ⽇

⽣年⽉⽇
 □明治 □⼤正 □昭和

   年   ⽉   ⽇

介護サービス
利⽤状況

 □デイ・デイケア □訪問介護 □訪問リハビリ □ショートステイ □施設⼊所
主な利⽤事業所

特記事項

要介護
 □要介護  □要⽀援  □未申請  □⾃⽴  □あり □なし
 要⽀援（□１ □２）要介護（□１ □２ □３ □４ □５）

既往歴
 □⾼⾎圧 □⼼臓病 □脳卒中 □糖尿病 □腎臓病 □⾼脂⾎症 
 □その他（                                    ）

 □⾝体障害  □知的障害  □精神障害  □その他（             ）
 □あり （        級）  □なし

主治医と
現在の
受診状況  □週１回 □⽉２回 □2〜3か⽉に1回 □⾏けなくなった □その他（           ）

 □週１回 □⽉２回 □2〜3か⽉に1回 □⾏けなくなった □その他（           ）

主治医と
現在の
受診状況

要介護

 □あり （        級）  □なし
 □あり □なし □要介護  □要⽀援  □未申請  □⾃⽴

 要⽀援（□１ □２）要介護（□１ □２ □３ □４ □５）

個別⽀援シート

初回訪問⽇ 平成  年  ⽉  ⽇

⽣年⽉⽇
 □明治 □⼤正 □昭和

   年   ⽉   ⽇

特記事項

 □⾼⾎圧 □⼼疾患 □脳⾎管疾患 □糖尿病 □腎臓病 □肝疾患 □⾼脂⾎症 □精神疾患 
既往歴

 □その他（                                    ）

介護サービス
利⽤状況

 □⾝体障害  □知的障害  □精神障害  □その他（             ）

 □デイ・デイケア □訪問介護 □訪問リハビリ □ショートステイ □施設⼊所
主な利⽤事業所

□明治　□大正　□昭和　□平成

□明治　□大正　□昭和　□平成

参考資料No.3

46



住居区分

年 ⽉ ⽇ ⽀援⽅法 ⽀援者

対象世帯名
⽀援分類

内容

⽀援・経過記録

 □住まいの再建⽀援世帯 □⽇常⽣活・住まいの再建⽀援世帯
 □⽣活再建可能世帯   □⽇常⽣活⽀援世帯  

 □建設型仮設 □みなし型仮設 □公営住宅 □在宅 □その他

参考資料No.4
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（様式）

１　基礎情報
（１）支え合いセンター相談員数等

（２）支援対象世帯数

２　支援類型別支援件数

３　相談内容　※複数回答可

４　他機関へのつなぎ件数　※複数回答可

５　地域住民相互の交流促進等を図るための取組等

６　その他の活動状況

７　支援困難ケース、特記事項等

職員種別 正・副センター長 管理者 コーディネーター 生活支援相談員 計

地域支え合いセンター活動状況実績報告書 （月報）

年 月分 市町名 記入者

世帯数/支援対象 建設型仮設 みなし仮設 在宅 その他 計

人数 0

区分/対象 建設型仮設 みなし仮設 在宅 その他 計

世帯数 0

電話 0
訪問 0

その他 0
来所 0

相談内容/対象 建設型仮設 みなし仮設 在宅 その他 計

計 0 0 0 0 0

経済面 0
家族関係 0

居住関係(再建) 0
居住関係(仮設) 0

介護・福祉関係 0
就労関係 0

その他 0
健康・医療関係 0

他機関/対象 建設型仮設 みなし仮設 在宅 その他 計

計 0 0 0 0 0

社会福祉協議会 0
行政 0

介護事業所 0
地域包括支援センター 0

子ども・子育て支援機関 0
障害者支援事業所 0

就労支援機関 0
医療機関 0

0
その他 0
民生委員・児童委員 0

計 0 0 0 0

 （支援困難なケース〔複合課題･長期的支援等〕、その他活動の特記事項や報告・共有事項など）

サロン活動 自治会活動支援 仮設住宅等と地域の交流 その他（住民向け研修・イベント等）

回数 参加人数 回数 参加人数 回数 参加人数

 外部との連絡会議 研修 その他

回数 参加人数

参考資料No.5
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【 記 載 要 領 】
・「 支 援 類 型 別 支 援 件 数 」 に は 、 支 援 の 種 類 別 の 合 計 件 数 を 支 援 対 象 毎 に 記 載 。（ 月 毎 ）
・「 相 談 内 容 」 に は 、 訪 問 、 電 話 、 来 所 等 で 相 談 の あ っ た 件 数 を 内 容 毎 に 記 載 。（ 月 毎 ）
　（ 区 分 は 、 以 下 の 「 相 談 内 容 例 一 覧 」 を 参 考 に し て く だ さ い ）

・ 相 談 内 容 が 複 数 あ る 場 合 に は 、 １ 件 に 纏 め る の で は な く 、 内 容 毎 に 件 数 を カ ウ ン ト す る こ と 。
・「 他 機 関 へ の つ な ぎ 件 数 」 に は 、 つ な ぎ 先 毎 に 、 他 機 関 へ つ な い だ 件 数 の 合 計 件 数 を 支 援 対 象
　 毎 に 記 載 。（ 月 毎 ）

・ つ な ぎ 先 が 複 数 あ る 場 合 に は 、 １ 件 に 纏 め る の で は な く 、 つ な ぎ 先 毎 に 件 数 を カ ウ ン ト す る こ と 。
・ 支 援 困 難 ケ ー ス （ 自 由 記 載 ） に は 、 複 合 的 な 課 題 を 抱 え て い る 、 長 期 的 な 支 援 が 必 要 等 、 解 決
　 が 困 難 な 事 例 に つ い て 記 載 （ 枠 は 適 宜 追 加 し て く だ さ い ）

【 相 談 内 容 の 例 一 覧 】
  家 族 関 係 ・ ・ ・ 家 族 と の 不 和 、 死 別 ・ 離 別 、 子 育 て の 関 係 、 孤 立 、 身 元 保 証 人 の 不 在
  経 済 面 ・ ・ ・ 経 済 的 困 窮 、 経 済 的 な 不 安
  居 住 関 係 （ 仮 設 ）・ ・ ・ 仮 設 住 ま い へ の 不 満
  居 住 関 係 （ 再 建 ）・ ・ ・ 今 後 の 住 ま い の 再 建 に 関 す る 不 安
  就 労 関 係 ・ ・ ・ 離 職 、 再 就 職 、 仕 事 で の ト ラ ブ ル
  介 護 ・ 福 祉 関 係 ・ ・ ・ 高 齢 者 の 介 護 、 身 体 的 病 気 ・ 障 が い 、 精 神 的 病 気 ・ 障 が い
  健 康 ・ 医 療 関 係 ・ ・ ・ 健 康 の 不 安 、 心 身 の 不 調
  そ の 他 ・ ・ ・ 人 間 関 係 の ト ラ ブ ル 　 等

参考資料No.6
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離婚問題や親子不和などで、家族の関係がうまくいっていない。

家家族族関関係係 家族とは疎遠で最近は連絡も取っていない。

環境が変わって、子供が不登校になっている。

子供や高齢者に虐待している者が家族の中にいる。

配偶者暴力や子供の家庭内暴力。

孤立・孤独を感じる。一人ぼっちで生きている。

身元保証人を頼もうにもそれらしき人はいない。

生活費が不足している。学費が支払えない。

経経済済面面 税金・保険料などの免除は受けれないか。

安定した収入がない。借金がある。支払い滞納がある。

修繕などでお金を使い、今後の生計が不安。

再建したいが、資金がない。

仮設住宅の設備が壊れたり不便なので、修繕してほしい。

居居住住関関係係 子供が落ち着いて勉強する環境でない。

（（仮仮設設）） 近隣と交流がなくて寂しい。

隣の住人の足音や音量など騒がしい（近隣トラブル）。

地域や仮設の住民になじめず孤立感がある。

仮設住宅入居期間延長はできないのか。

ペットと一緒に住みたい。

交通の便が悪いので、買物や通院が不便である。

再建支援金等の申請をしていない。

居居住住関関係係 住宅建築の検討をしている。

（（再再建建）） 現在、修繕及びリフォームをしている。

公費解体は申し込んだが、順番がこない。職人不足で工事遅れている。

建売住宅購入を検討している。賃貸住宅に入居検討している。

住んでいた所は立ち退き区域で自宅再建出来なくなった。

生活再建の見通しがつかない。（目標も見えない）

災害公営住宅への入居を考えている。

会社を退職し、失業中である。求職活動を行っている。

収入が減っている。

就就労労関関係係 農業の申請手続きや、中小企業事業者の申請手続きが分からない。

仕事でのトラブルがあった。

要介護認定の申請をしたい。介護保険サービスを利用したい。

介介護護 認知症が進んできて、徘徊も時々ある。

福福祉祉関関係係 介護に疲れている。

災害で障がいを負ってしまった。

引きこもりである。出かける場所はない。

ストレス、うつ病。ＰＴＳＤ，フラッシュバック。

健健康康 不安、不眠、倦怠感。

医医療療関関係係 やる気が起きない。無気力になっている。

アルコール依存が進んでしまった。

身体面の病気がある。体調不良で通院中、入院中である。

広報や申請案内など情報が届かない。

移動手段がない。

そそのの他他 行政の対応に不満

人間関係のトラブル。お金のことや仮設からの退去など被災者同士の嫉妬。

ゴミ屋敷が近くにある。

　※支援対象者から「困っている」「悩んでいる」「心配している」ということを聞くと相談になります。

　※相談内容が複数ある場合には、１件としてまとめるのではなく、内容ごとに件数をカウントします。

　　例えば、居住関係（仮設）で、ペットと交通便の問題があれば、居住関係（仮設）で２となります。

　　　　　　　　　　　　　　相相談談内内容容例例（（ここののよよううなな相相談談がが上上ががっっててききまますす））　　　　　　　　　　　　
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●⽣活再建⽀援⾦

全壊
解体 100万円

⻑期避難

⼤規模半壊 50万円

●義援⾦

１次 ２次 １次 ２次

死亡者 災害弔慰⾦
対象者に準ずる

３⽉以上治療
1⽉以上3⽉未満

治療

軽傷者 14⽇以上1⽉未満
治療

全壊 全壊

⼤規模半壊
半壊

⼤規模半壊
半壊

床上浸⽔
⼀部損壊

（床上浸⽔）
⼀部損壊
（⼟砂）

⼀部損壊
（⼟砂）

⼀部損壊 ⼀部損壊
※床下浸⽔等

●⾒舞⾦
 配分例）         単位：万円

 全壊 半壊
⽀援⾦ 225〜375 37.5
義援⾦
⾒舞⾦
合計

⼀部損壊（床上浸⽔）
重傷者（14⽇以上の⼊院治療）
軽傷者（14⽇以上の通院治療）

被害区分 ⾦額
全壊

⼤規模半壊・半壊

住家被害

⼈的被害 重傷者

 ※半壊でも、解体すれば基礎⽀援⾦の100万円及び加算⽀援⾦が対象となる。特別⽀援⾦は解体の75万円が対象となる。
 ※⼤規模半壊でも、解体すれば基礎⽀援⾦は100万円が対象となる。
 ※１⼈暮らしは3/4しかでない。

被害区分 配分対象
愛媛県分 宇和島市分

合計額

半壊

⼀部損壊
（床上浸⽔）

補修 100万円

賃貸（公営除く） 50万円

賃貸（公営除く） 50万円

建設・購⼊ 200万円

〇〇〇市町⽣活再建⽀援⾦・義援⾦・⾒舞⾦ 配分状況

建設・購⼊ 200万円

補修 100万円

罹災証明
基礎⽀援⾦
（国の⽀援

⾦）

特別⽀援⾦
（県・市の⽀援⾦）

加算⽀援⾦（国の⽀援⾦） 合計
（国＋県・市の⽀援⾦）再建⽅法 ⾦額
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仮設⼊居者からの申込書を確認
②イナミ引越サービスに⾒積り依頼
⾒積書をまとめる
④【発注書】作成（15⽇締、⽉末締で）
⑥引越終了後訪問（完了写真） 市からの発注書と請求書などを集約する
⑦´【請求書】の受け取り ⑨【⽉間実績⼀覧表】を作成
⑧【発注書・請求書・引越完了確認書(写真・コメント)】 ⑩次の書類（4種類）をＪＶＯＡＤへ送付
 を県地域⽀えＣに翌⽉９⽇までにメール等で送付。 【発注書】【請求書】【⽉間実績⼀覧表】
 請求書原本は県社協へ送付。 【引越完了確認書(写真･コメント)】

市地域⽀えＣからの説明を受ける  ＰＤＦで（毎⽉10⽇までに）
①【申込書】記⼊（市地域⽀えＣに提出） ⑫請求書原本をＪＶＯＡＤに郵送

⑪イナミ引越サービスに請求額を⽀払う
市地域⽀えＣも確認 （引越実施⽉の翌⽉⽉末払い）

市地域⽀えＣからの依頼を受ける
③仮設⼊居者宅へ訪問し、【⾒積書】作成
市地域⽀えＣからの発注を受ける
⑤引越業務  ⑥完了写真は、引越終了後に市地域⽀えＣが
⑦【請求書】（⽉末締め）作成し、   訪問して写真撮影。転居後の確認を兼ねて
  市地域⽀えＣに提出   ⽞関⼝の様⼦を遠⽬に撮影する。

  遠⽅に転居する場合は、仮設住宅で荷積み
イナミ引越サービスからの連絡事項   を⾏っている時に、⾒送りを兼ねて訪問し、
・引越の⾒積りは、1か⽉前が基本。遅くとも２週間前には⾒積りたい。   その様⼦を撮影する。
・例年３⽉〜５⽉は繁忙期。⽉末に業務が集中するため、１０⽇から２０⽇の間が良い。   コメントは、お礼の⾔葉など、市地域⽀えＣ
・事前に⾒積るので、実際の請求額に⼤きく差異は発⽣しない。   が聞いたことを簡単に記⼊。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩ 県⽀え合いＣが発注書・請求書・引越完了確認書・⽉間実績⼀覧表をＪＶＯＡＤに送付

⑪
⑫ 県⽀え合いＣがＪＶＯＡＤに請求書原本を郵送

イナミ引越サービス

市⽀え合いＣが発注書作成（県社協へ送付時まで保管）

引越作業

イナミが⾒積・⾒積書作成。市⽀え合いＣに⾒積書送付、被災者に契約書送付。

市⽀え合いＣからイナミに⾒積依頼

市⽀え合いＣが発注書・請求書・引越完了確認書を県⽀え合いＣに送付。

イナミが請求書作成し、市⽀え合いＣに送付

市⽀え合いＣが引越終了後訪問し、写真撮影。

被災者から申込。市⽀え合いＣに申込書提出。

愛愛媛媛県県  カカリリタタスス引引越越支支援援にに伴伴うう役役割割分分担担表表

県⽀え合いＣが⽉間実績⼀覧表を作成

ＪＶＯＡＤがイナミに⽀払い

③ʼ契約書作成 ＪＶＯＡＤ

仮設⼊居者

市地域⽀え合いセンター

県地域⽀え合いセンター
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仮設⼊居者からの申込書を確認
②イナミ引越サービスに⾒積り依頼
⾒積書をまとめる
④【発注書】作成（15⽇締、⽉末締で）
⑥引越終了後訪問（完了写真） 市からの発注書と請求書などを集約する
⑦´【請求書】の受け取り ⑨【⽉間実績⼀覧表】を作成
⑧【発注書・請求書・引越完了確認書(写真・コメント)】 ⑩次の書類（4種類）をＪＶＯＡＤへ送付
 を県地域⽀えＣに翌⽉９⽇までにメール等で送付。 【発注書】【請求書】【⽉間実績⼀覧表】
 請求書原本は県社協へ送付。 【引越完了確認書(写真･コメント)】

市地域⽀えＣからの説明を受ける  ＰＤＦで（毎⽉10⽇までに）
①【申込書】記⼊（市地域⽀えＣに提出） ⑫請求書原本をＪＶＯＡＤに郵送

⑪イナミ引越サービスに請求額を⽀払う
市地域⽀えＣも確認 （引越実施⽉の翌⽉⽉末払い）

市地域⽀えＣからの依頼を受ける
③仮設⼊居者宅へ訪問し、【⾒積書】作成
市地域⽀えＣからの発注を受ける
⑤引越業務  ⑥完了写真は、引越終了後に市地域⽀えＣが
⑦【請求書】（⽉末締め）作成し、   訪問して写真撮影。転居後の確認を兼ねて
  市地域⽀えＣに提出   ⽞関⼝の様⼦を遠⽬に撮影する。

  遠⽅に転居する場合は、仮設住宅で荷積み
イナミ引越サービスからの連絡事項   を⾏っている時に、⾒送りを兼ねて訪問し、
・引越の⾒積りは、1か⽉前が基本。遅くとも２週間前には⾒積りたい。   その様⼦を撮影する。
・例年３⽉〜５⽉は繁忙期。⽉末に業務が集中するため、１０⽇から２０⽇の間が良い。   コメントは、お礼の⾔葉など、市地域⽀えＣ
・事前に⾒積るので、実際の請求額に⼤きく差異は発⽣しない。   が聞いたことを簡単に記⼊。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩ 県⽀え合いＣが発注書・請求書・引越完了確認書・⽉間実績⼀覧表をＪＶＯＡＤに送付

⑪
⑫ 県⽀え合いＣがＪＶＯＡＤに請求書原本を郵送

イナミ引越サービス

市⽀え合いＣが発注書作成（県社協へ送付時まで保管）

引越作業

イナミが⾒積・⾒積書作成。市⽀え合いＣに⾒積書送付、被災者に契約書送付。

市⽀え合いＣからイナミに⾒積依頼

市⽀え合いＣが発注書・請求書・引越完了確認書を県⽀え合いＣに送付。

イナミが請求書作成し、市⽀え合いＣに送付

市⽀え合いＣが引越終了後訪問し、写真撮影。

被災者から申込。市⽀え合いＣに申込書提出。

愛愛媛媛県県  カカリリタタスス引引越越支支援援にに伴伴うう役役割割分分担担表表

県⽀え合いＣが⽉間実績⼀覧表を作成

ＪＶＯＡＤがイナミに⽀払い

③ʼ契約書作成 ＪＶＯＡＤ

仮設⼊居者

市地域⽀え合いセンター

県地域⽀え合いセンター

〇〇市町 〇〇〇市町 〇〇市町

災害ごみを処理したい 仮置場への搬⼊

応急的に修理をしたい
被災住宅の応急修理制度

被災家屋などの解体・撤去・処分

契約などの⼿続きを進めたい 印紙税の⾮課税措置

住
ま
い

住まいを建て替え・取得したい、補修し
たい

被災者⽣活再建⽀援制度

応急仮設住宅（⺠間借上げ型）の提供

市営住宅の提供

被災者⽣活再建緊急⽀援制度（特別⽀援⾦）

応急仮設住宅（建設型）の提供

保険料・⼀部負担⾦などの軽減や⽀払い
猶予をいてほしい

⽣活に困窮している ⽣活保護

各種⼿続きを⾏うために証明書を発⾏し
てほしい

各種証明書の発⾏にかかる費⽤、⼿数料を免除

保険証の再発⾏をしてほしい

国⺠健康保険保険証の再発⾏

後期⾼齢者医療保険被保険者証の再発⾏

介護保険被保険者証の再発⾏

国⺠健康保険料の減免、徴収猶予

国⺠健康保険医療費にかかる⼀部負担⾦の減免

国⺠年⾦保険料の減免

後期⾼齢者医療保険料減免、徴収猶予

介護保険料の減免

介護サービス利⽤者負担の減免

固定資産税の減免

税⾦の軽減や⽀払い猶予などを
して欲しい

国税の特別措置

県税の特別措置

市⺠税の減免

市税の納税猶予

就学前児童の⼀時預かり

県⽴⾼等学校授業料等減免措置

被災者⽀援制度 各市町の担当部署⼀覧

災害で被害を受けた 罹災証明書の申請受付

負傷や疾病により障がいを受けた 災害障がい⾒舞⾦

経
済
・
⽣
活

親や⼦供などが死亡した 災害弔慰⾦

災害により被害を受けた 災害⾒舞⾦

⼦どもの養育などについて
⽀援してほしい
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児童扶養⼿当の特例措置

⼦どもの養育などについて
⽀援してほしい

保育所保育料減免

幼稚園授業料の減免

当⾯の⽣活資⾦や
⽣活再建の資⾦が必要

災害援護資⾦

⺟⼦⽗⼦寡婦福祉資⾦貸付制度

障害者福祉サービスの負担⾦を少しでも
抑えたい

障害福祉サービスなどの利⽤者負担額の減免

障害者⾃⽴⽀援医療等⼀部負担⾦の減免

地域⽣活⽀援事業利⽤者負担額の減免

各
市
で
⾏

て
い
る
こ
と

被災した空家の除去の除却ができない 危険空家除去事業

⾃宅近くのがけ崩れが気になる ⼈家のがけ崩れ防災対策

⼟地開発公社の分譲する宅地の取得費⽤
を補助してほしい

⻄予市被災者住宅再建⽀援分譲地購⼊補助⾦

し尿をくみ取りたい 床下浸⽔に伴う「し尿汲み取り料⾦」の補助

浸⽔した家屋を消毒したい 消毒液の配布

法的トラブルの解決⽅法を知りたい
愛媛弁護⼠会による相談受付

法的トラブルに関する情報提供

各
種
相
談

健康管理について相談したい

⼼⾝についての健康相談、⼼の相談

こどもの⼼⾝ケア

⼼の悩み相談

災害ボランティアを派遣してほしい 災害ボランティアに関する相談
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地地域域支支ええ合合いいセセンンタターー
八幡浜市社会福祉協議会

平成30年7月の豪雨災害では、多大なる被害を受け
られたこと、心よりお見舞い申し上げます。

私たち訪問支援員・生活支援相談員が、訪問や電話で
被災された皆さんのお話を伺いながら、共に考え、落
ち着いた生活に向けたお手伝いをさせていただきます。

八幡浜市地域支え合いセンター（八幡浜市社会福祉協議会）

〒796-0010 八幡浜市松柏乙1101番地 八幡浜市保健福祉総合センター2階
☎ ０８９４－２３－２９４０／FAX ０８９４－２３－０５０６［担当：前川・丸山］

「地域支え合いセンター」とは…
平成 年 月豪雨の被災によって生じた困りごと・心配ごとなどの相談に応じ
ながら、被災した方々の生活再建を共に目指します。被災された方のご家族
やご近所の方からのご相談も承ります。
八幡浜市社会福祉協議会が、八幡浜市より受託し、活動しています。

心のしんどさが続いている
家のこと・生活のことで気になることがある

など

誰に言って良いか分からんのやけど

住み慣れた家を離れて、不安がある
経済的な不安がある
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第5号
2020年3月発行

西予市社会福祉協議会

お
問
い
合
わ
せ

■ 西予市地域ささえあいセンター（西予市社会福祉協議会 本所）　〒797-1212 西予市野村町野村12-15
TEL：0894-72-2306／090-7579-8579　FAX：0894-72-0024

■ 西予市地域ささえあいセンター宇和サテライト（西予市社会福祉協議会 宇和支所）　〒797-0015 西予市宇和町卯之町4-746
TEL：0894-62-3770／090-7579-8593　FAX：0894-69-1363

平成30年7月豪雨に係る災害復興住宅融資の借入
申込受付期間を次のとおり延長しました。

■住宅金融支援機構お客さまコールセンター（通話料無料）

　（災害専用ダイヤル）0120－086－353
　※ご利用頂けない場合（国際電話等）は次の番号におかけください。
　　TEL048-615-0420（通話料金がかかります。）

　営業時間：9 時 00 分～ 17 時 00 分
　　　　　　（祝日、年末年始を除き、土日も営業）

■住宅金融支援機構ホームページ
　www.jhf.go.jp/topics/saigai_20180709.html

自然災害で被災した住宅を復旧するための住宅ローン

西予市地域ささえあいセンターの伴走型支援
　西予市地域ささえあいセンターでは、これからも行政や関係機関等との情報共有や連携を継続、強化し、被災さ
れた方の生活再建の歩みに寄り添っていきます。
　また、地域住民の皆様とともに、災害からの復旧、復興に向けた「伴走型」のあたたかい地域づくりに取り組ん
でいきます。

医療・保健・福祉などの専門職や機関

住民主体の支え合い活動
被災された世帯

課題の対応会議など
愛媛県・愛媛県社協
西予市・西予市社協

地域ささえあいセンター

見守り支援・サロン活動など

通いの場づくり

個別ケースの共有、課題に対する協議

活動支援 訪問

参加協働促進

個人・個別のケース対応の強化

多職種、他業種の協働

課題の早期発見 基盤づくり
総合支援体制の強化

災 害 復 興 住 宅 融 資

【延長前】
令和 2 年 7 月

【延長後】
令和３年 7 月 31 日

健康コラム vol.5

春はメンタルの乱れに要注意！
～心身の疲労、ありませんか？～

　春は気候や職場、引越など「変化」の多い季節です。
気温高低差に伴う体温調節や新しい環境での心の疲労
など、いきなりの変化に順応することができず、体と
心にストレスを与えてしまい、自律神経も乱れがちに
なってしまいます。 過剰なストレスは心身の健康に悪
影響を及ぼしかねません。また、気づかぬうちにスト
レスが強くなっていることもあるので注意が必要で
す。 
　ストレスを上手に発散して、いつも通りの生活を心
がけましょう。それでもストレスのコントロールがう
まくいかない場合は早めに専門機関に相談し、専門医
の受診をおすすめします。

お知らせ
　平成 30 年 7 月豪雨災害で被災された方々への生活再建に向けての情報提供等については、令和 2
年度より、西予市社会福祉協議会が発行する「社協だより おあしす」の中で情報提供等いたします。
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応急仮設住宅の供与期間の延長について

延長対象要件

供与期間の延長に係るスケジュール

供与期間延長に係る担当窓口等一覧

　平成30年7月豪雨災害により被災された方へ供与している応急仮設住宅について、下記要件に当てはまる、
現在の入居期限（※）までに退去できないやむを得ない理由のある入居者については、供与期間の延長が可能
となりましたので、お知らせします。（※入居期限は入居者の入居時期によって異なります。）
　今後入居者の皆様には、入居期間延長に係る意向調査を実施したうえで、延長の可否についてお知らせします。

●延長期間
　令和3年7月5日（月曜日）まで

●延長対象者
　下記の要件に当てはまる、現在の入居期限までに退去できないやむを得ない理由のある入居者の方につい
ては、延長が可能です。

●供与期間の延長に係るスケジュール
　応急仮設住宅の入居者の方に対しては、今後、下記のスケジュールで県又は市から文書をお送りさせていた
だきます。
　別途すべての入居者の方へ、現在の供与期間満了の5～6か月前に、市より延長に係る意向調査を行います
ので、よろしくお願いします。

●供与期間延長に係る問い合わせ・意向調査提出先
　被災時にお住まいの市窓口までお問い合わせください。

供 与 期 間 内 に 退 去 で き な い 理 由再 建 先

工期の関係等（契約した建設業者から示された工期等）から、仮設住宅の供与期間内に自宅を再建で
きない

公共事業等（土地区画整理事業、地盤改良事業、農地転用等その他法律に基づく諸手続き等）に日数
を要し、仮設住宅の供与期間内に自宅を再建できない

健康悪化等により1階の物件またはエレベーター付きの物件を探しているが見つからないため、仮
設住宅の供与期間内に退去できない

高齢者世帯、障がい者世帯、ひとり親世帯等で、公営住宅に入居可能な収入基準に該当し、現在の物
件より家賃の安い物件を探しているが見つからないため、仮設住宅の供与期間に退去できない

高齢者等でかつ保証人となる者がいない場合で、保証人を必要としない物件を探しているが見つか
らないため、仮設住宅の供与期間内に退去できない

現在は被災時の市町から他の市町に転居している場合で、被災時に居住していた市町の物件を探し
ているが見つからないため、仮設住宅の供与期間内に退去できない

災害公営住宅に入居したいが、災害公営住宅の工期の関係等から、仮設住宅の供与期間内に退去で
きない

既存の公営住宅に入居したいが、公営住宅の補修等の工期の関係等から、仮設住宅の供与期間内に
退去できない

自 　 宅

民間賃貸住宅

公 営 住 宅

内 　 　 　 　 　 　 容発 信 時 期 発 信 者

応急仮設住宅の供与期間についての通知を送付
（全ての入居者の方へお送りします。）

令和元年
12月25日

愛媛県

延長可否の通知
（全ての入居者の方へお送りします。）

延長に係る意向調査（供与期間の満了に係る届出書）の送付
（全ての入居者の方へお送りします。市に対してご回答ください。）

愛媛県
又は市

供与期間満了の
2～4か月前

賃貸借契約期間満了に伴う通知を送付
（民間賃貸住宅借上げ制度（みなし仮設住宅）を利用されている方に対してのみ
お送りします。）

供与期間満了の
1年～6か月前

愛媛県

供与期間満了の
5～6か月前

市

1

2

3

4

西予市福祉事務所 福祉課 0894-62-6428
西予市野村支所 復興支援室 0894-72-0843

担　　当　　課 電　話　番　号
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平成 年 月豪雨災害の後、八幡浜市社会福祉協議会が市よ
り委託を受け、「八幡浜市地域支え合いセンター」として訪
問活動などを行ってきました。
被災して感じた様々なお気持ちや生活の様子を伺いながら活
動を続けてまいりましたが、令和 年 月をもちましてセン
ターは閉所となります。
どこまで皆様のお力添えができたか分かりませんが、引き続
き地域の福祉や防災について考えてまいりたいと存じます。
今後お困りごとなどございましたら、下記相談窓口へご相談
ください。

高齢者に関する総合相談
八幡浜市地域包括支援センター ☎０８９４-２４-３９１８

八幡浜市役所

八幡浜市総務課（危機管理・原子力対策室）
☎０８９４-２２-３１１１（代表）

心の病気・精神保健相談
八幡浜市保健センター成人保健係 ☎０８９４-２４-６６２６

八幡浜市社会福祉協議会

地域福祉課 ☎０８９４-２３-２９４０

八幡浜市社会福祉協議会
八幡浜市地域支え合いセンター

八幡浜市保健福祉総合センター

災害や防災の取り組みに関すること

生活の困りごと、お金の不安、災害時のボランティア支援など

参考資料No.19
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皆様こんにちは。

豪雨災害から２年が過ぎました。当時は大変な思いをされ

たことでしょう。私たち生活支援相談員・訪問支援員が、被

災によって生じた不安や困りごと、心配ごとなどを伺いなが

ら、共に考え、生活再建に向けたお手伝いをさせていただき

ました。前向きに取り組まれている姿と共に、日常の生活を

取り戻されつつあることを、嬉しく思っております。

ご協力ありがとうございました。
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しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
　　　　　　　　　充実補償をご提供します！

ホームページでも内容を紹介しています
https://www.fukushihoken.co.jp

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、サイバー保険、
動産総合保険、費用・利益保険）

施設利用者の補償プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の傷害事故補償
❷ 通所型施設利用者の傷害事故補償
❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

身体賠償（１名・１事故）

基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

2,000万円

200万円

20万円

1,000万円

1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）

受託・管理財物賠償（期間中）

うち現金支払限度額（期間中）

人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）

身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）

被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●施設の医療事故補償
　　　　　　•医務室の医療事故補償

•看護職の賠償責任補償
●オプション３ ●施設の借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償
●オプション５ ●施設の感染症対応費用補償

保険期間１年

❶ 職員の労災上乗せ補償　
使用者賠償責任補償

❷ 役員・職員の傷害事故補償

職員等の補償プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

法人役員等の補償プラン44 （役員賠償責任保険）

1事故10万円限度 1事故10万円限度

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

TEL：０３（３３４９）５１３７
〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

社会福祉法人 全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社 福祉保険サービス

❸ 役員・職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

休業補償から各種対応費用までワイドな安心
❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益
　減少を防止・軽減するための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、
　かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

（SJ22-12033から抜粋）

令和５年度
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〈SJ22-12223より抜粋して作成〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞
◆基本プランでは地震・噴火・津波に起因する死傷は補償されません。
◆特定感染症重点プランでは中途加入の場合でも補償開始日より特定感染症が補償対象となります。
◆年度途中でご加入される場合も上記の保険料となります。
◆中途脱退による保険料の返金はありません。
◆中途でボランティアの入替や、ご加入プランの変更はできません。
◆ご加入は、お 1人につきいずれかのプラン 1口のみとなります。

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償

プラン
1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円 550円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から10日以内は補償対象外（＊） 初日から補償

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊3月末までに契約手続きが完了し、前年度から継続して契約される場合は初日から補償します。

特定感染症
重点プラン

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ

令和５年度
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